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■
三
郷
ト
マ
ト
栽
培
施
設
問
題
調
査
会　

再
発
防
止
策
を
提
言

■
地
下
水
保
全
に
向
け　

国
へ
法
整
備
を
要
望

市
三
郷
ト
マ
ト
栽
培
施
設
問
題
調

査
会
（
東と
う
ぼ
う方
久ひ
さ
お男
座
長
）
は
、
調
査

結
果
報
告
書
と
再
発
防
止
の
提
言
を

2
月
13
日
、
宮
澤
市
長
に
報
告
し
ま

し
た
。

調
査
会
は
、
平
成
23
年
12
月
に
設

置
。
旧
三
郷
村
が
設
置
し
た
三
郷
ト

マ
ト
栽
培
施
設
の
指
定
管
理
者
で
あ

っ
た
市
出
資
法
人（
第
3
セ
ク
タ
ー
）

県
と
松
本
・
大
北
地
方
の
11
市
町

村
で
構
成
す
る
ア
ル
プ
ス
地
域
地
下

水
保
全
対
策
協
議
会
（
会
長
・
宮
澤

市
長
）
は
2
月
20
日
、
松
本
市
役
所

で
連
絡
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、「
地
下
水
を
公
水
と

位
置
付
け
る
法
整
備
の
要
望
書
」
を

国
に
提
出
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
各

自
治
体
の
理
事
者
が
署
名
し
ま
し

安
曇
野
菜
園
㈱
（
旧
㈱
三
郷
ベ
ジ
タ

ブ
ル
）
の
経
営
破
た
ん
が
、
市
政
の

混
乱
と
市
民
の
不
信
を
招
い
た
問
題

の
調
査
と
再
発
防
止
策
を
提
言
す
る

た
め
、
公
認
会
計
士
な
ど
有
識
者
3

人
が
、
第
3
者
と
し
て
中
立
的
立
場

か
ら
調
査
・
分
析
し
ま
し
た
。

報
告
書
で
は
経
営
破
た
ん
の
原
因

と
し
て
甘
い
事
業
計
画
や
財
務
管
理

た
。こ
の
要
望
書
で
は
、地
下
水
な
ど

の
水
資
源
を
国
民
共
有
の
財
産
、
公

水
と
位
置
付
け
、
保
全
と
利
用
に
関

す
る
法
整
備
を
国
へ
求
め
る
ほ
か
、

地
下
水
涵か
ん

養
に
必
要
な
水
を
確
保
す

る
た
め
の
水
利
権
緩
和
や
こ
れ
ら
に

必
要
な
費
用
へ
の
財
政
支
援
制
度
の

創
設
な
ど
も
要
望
し
て
い
ま
す
。

宮
澤
市
長
は
「
松
本
盆
地
を
大

の
不
備
な
ど
を
指
摘
。
再
発
防
止
策

と
し
て
会
計
基
準
の
準
拠
、
監
査
体

制
の
確
保
、
徹
底
し
た
情
報
公
開
な

ど
を
提
言
し
て
い
ま
す
。

宮
澤
市
長
は
「
提
言
内
容
を
今
後

の
第
3
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
施
設
の
運

営
に
生
か
し
、
誤
り
の
な
い
行
政
運

営
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

き
な
水
が
め
と
と
ら
え
、
長
期
的
な

視
野
に
立
っ
た
地
下
水
の
保
全
、
適

正
な
利
活
用
、
涵
養
に
向
け
た
取
り

組
み
や
広
域
的
な
ル
ー
ル
づ
く
り
な

ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
進
め
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

2
月
28
日
に
は
宮
澤
市
長
ら
が
環

境
省
な
ど
国
の
関
係
機
関
を
訪
れ
、

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

調査報告後会見する委員

11 市町村長が要望書に署名（２月 20 日）。
環境省で要望書を渡す宮澤市長（２月 27 日）

■
交
流
を
通
じ
安
曇
野
ら
し
さ
を
生
か
す　

観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
報
告

■
地
域
防
災
の
強
化
に
向
け　

消
防
車
両
を
更
新

市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
検
討

委
員
会
（
委
員
長
・
清
水
愼し
ん
い
ち一
立
教

大
学
観
光
学
部
特
任
教
授
）
で
は
、

市
の
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
（
計
画
）

を
ま
と
め
2
月
27
日
、
上
條
和
男
副

委
員
長
が
本
庁
舎
で
宮
澤
市
長
に
提

出
し
ま
し
た
。
同
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

安
曇
野
ら
し
い
暮
ら
し
・
生
き
方
を

観
光
の
基
盤
と
し
て
「
安
曇
野
暮
ら

し
5
カ
条
」
に
ま
と
め
、
こ
れ
を
よ

市
で
は
、
老
朽
化
し
た
小
型
ポ
ン

プ
付
き
積
載
車
2
台
を
更
新
し
、
市

消
防
団
第
8
分
団
第
3
部
（
明
科
南

陸
郷
）
と
第
10
分
団
第
１
部
（
穂
高

北
穂
高
）
に
配
置
し
ま
し
た
。
3
月

8
日
に
消
防
車
両
配
置
式
を
本
庁
舎

前
で
行
い
、
宮
澤
市
長
か
ら
寺て
ら
は
た畑

佳よ
し
じ司
団
長
へ
車
両
が
引
き
渡
さ
れ
ま

し
た
。

配
置
さ
れ
た
車
両
は
四
輪
駆
動
の

り
発
展
さ
せ
る
一
連
の
取
り
組
み
を

「
安
曇
野
暮
ら
し
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と

定
め
て
い
ま
す
。
施
策
と
し
て「
水
」

「
農
」「
歴
史
・
文
化
」
の
テ
ー
マ
ご

と
に
具
体
案
を
例
示
し
、
市
民
や
来

訪
者
双
方
の
力
で
、
地
域
資
源
や
暮

ら
し
を
磨
き
、
よ
り
魅
力
的
な
安
曇

野
に
す
る
こ
と
が
安
曇
野
市
ら
し
い

観
光
で
あ
る
と
位
置
付
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
計
画
の
実
現
に
取
り
組

む
「
安
曇
野
暮
ら
し
ツ
ー
リ
ズ
ム
協

会（
仮
称
）」の
設
置
も
提
唱
し
て
い

ま
す
。
計
画
の
実
施
期
間
は
平
成
25

年
か
ら
34
年
ま
で
10
年
間
で
す
。

報
告
を
受
け
、
宮
澤
市
長
は
「
安

曇
野
な
ら
で
は
の
素
材
を
生
か
し
、

市
民
と
来
訪
者
の
交
流
を
深
め
、
市

の
活
力
を
高
め
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
で
、
高
性
能
の

小
型
ポ
ン
プ
の
ほ
か
、
夜
間
活
動
用

の
明
る
い
照
明
灯
や
救
護
用
の
担
架

を
備
え
、
防
災
力
を
一
層
強
化
し
ま

し
た
。
購
入
金
額
は
2
台
で
１
５
９

９
万
５
０
０
０
円
で
す
。

市
で
は
、
消
防
車
両
配
置
計
画
に

基
づ
き
、
購
入
後
15
年
か
ら
20
年
経

過
し
老
朽
化
し
た
車
両
と
消
防
ポ
ン

プ
を
毎
年
更
新
し
て
い
ま
す
。

新
車
両
を
受
け
取
っ
た
第
8
分
団

長
の
堀
内
秀し
ゅ
う
い
ち
一
さ
ん
（
明
科
七
貴
）

は
「
配
備
さ
れ
た
車
両
は
今
ま
で
よ

り
装
備
が
充
実
し
、
活
動
が
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。
火
災
現
場
な
ど
で

慌
て
な
い
よ
う
訓
練
を
積
み
、
早
く

操
作
に
慣
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

宮澤市長へ報告書の内容を説明する上條副委員長

配置式で訓示をする宮澤市長


